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要 旨 ：コ ン クリ
．

ト塊を用い た再生 コ ン クリ
ー
トの 強度特性を改善する ことを 目的 として，コ

ン クリ　ト塊の 表面処 理 方 法 や粒 径 ，お よび 充填材 の 種 類が 再 生 コ ン クリ
ー

トの 強 度特

性 に
’
｝え る影響 に っ い て調 べ た ．そ の 結果 ，当該 再 生 コ ン クリ

ートの 強 度特 性を改善す

るため には ，   コ ン クリート塊 の 表 面を洗 浄 した後，吸水させ る，  充填材 として コ ン クリ
ー

トを使 用 する ，   粒 径 の 小 さい （25−−90mm ）コ ン ク リート塊を 用い る ，等 が 有 効 で ある こ とが

わか っ た、．／

キーワ
ー

ド；コ ン クリ
ー
ト塊再 生 コ ン クリ

ー
ト，表面 処 理 方 法 ，充填 コ ン クリ

．一
ト，強度特 性

1 ．はじめに

建設副産物は 1995年に約 1億トン に達し，この

うち、排出量が多い コ ン クリ
ー

ト構造物の解体に伴

い 発生する コ ン クリ
ー

ト塊 は ， 路盤 材などに再利用

されて い るもの の ， 現状では再利用率が約 65％と

少な い
1）。1994年に策定された「建設副産物対策

行動計画
一

リサイクル プ ラン 21」に お い て ，200‘〕

年度に お けるコ ン クリ
ー

ト塊 の 再利用率の 目標が

90％ に 設定されて い るこ ど や ，また省資源や環境

負荷の低減の 観点からも，構造物を含め た コ ン クリ

ー
ト塊 の 適用 対象の 選定や ，そ の 適用 方法の 検

討に より再利用率を増すこ とが重要で ある．．

筆者らは，昨年度，皿S コ ン クリ
ー

トの うち最も低

強度 の 仕様（
−18（N ／mm

コ

））となる根固めプロ ッ グ
1

へ の コ ン クリ
ート塊を用い た再生 コ ン クリ

・一トの 適

用を対象として
， 高度の 処理を行わず ，粒径が比

較的大きな コ ン クリ
ー

ト塊を生コ ン プラン トで 製造し

たモ ル タル で 充填した再生 コ ン クリ
ー

トを用 い て ，

モ デル 体を作製する施工実験を行っ た
4 〕t．．モ デ ル

体から採取したコ ア の 圧縮強度は 15−−20（N！nmn
コ

）

で，5〔N／mnl2 ）程度の ばらつ きを示し， 当該再生 コ

ン クリ
ー

トの 圧縮強度の 増加や ばらっ きの 低減が

課題として抽 出された 。

本稿は ，これらの 課題を解決するこ とを目的とし

て ，
コ ン クリ

ート塊の 表面処理方法や粒径 ， およ び

再生コ ンクリ
ー

トの 充填材 の 種類の 相違が 当該再

生 コ ン クリ
ー

トの 強度特性に 与え る影響を調 べ たも

の で ある．，

2 ．実験概要

2 ．1 コ ン クリ
ー

ト塊の 物性

コ ン クリ
ー

ト塊 の 物性を表一1 に示す、コ ン クリ
ー一

ト

塊 は，コ ン クリート再生プ ラン トに 持ち込 茣れ たコ ン

クリートを破砕したもの である。コ ン クリ
ート塊 の 強

度鏃 は ， 粒径 200  盤 の コ ン クリ
ー隗 か ら

採取したコ ア を用 い て 行 っ た。

表一1 コ ン クリ
ー

ト塊 の 物性

型枠寸 法（Ilun ）

φ150x300
　供試 体 用

600K60  x600

ブ卩 ソク用

9  Ox900x900

ブロ ッ ク用

粒 径（11皿 ） 25−80 10（ト20 

表 乾密數望cm う 234 一

絶乾密度（評Un う 2．21 一

吸水率（％ ） 6．09 曹

洗い 試験 （％ ） 0．42 一

実積率（％ ） 5し8 53．6

圧縮強度〔Nllnmう 293

静弾性係数（kMmn2 ｝ 287x104
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表一2 充填材の 使用材料

項 目

セメン ト

（c＞

粗骨材

（G｝

細骨材

（s）

勵

緲

混和剤

仕 様

高炉セメン トB 種

密度 3．〔M 蜘 ll3 比 表i餅責；4090CLn
’
コ

！g

砕石： Gllirs＝＝］（hnni 表乾密度2．69Siani

　 　 　吸水 率：〔鳳 騒 F．M ：〔）2〔〕

表乾密度2．58帥ゴ 吸水率：2．12％ 1M ：2，41

表乾密度2．α壇α n3 吸7］vge
．．c．二126％ FM247

　　 （混合率荳＞r（斷 少）；（石柘少）≡7：3

AE 減水斉ikAE）： リグニ ン ス ル ホン 酸化台物

高性能減水A，kSP）：高縮合トリア ジン 化合物

　2 ，2 充填材の使用材料および配合

再生コ ン クリ
ートの 充填材は，モ ル タル および コ

ン クリ
ー

ト（以下，充填モ ル タ ル お よび充填コ ン クリ

ート）を用い た．、，充填材 の 使用材料を表
一2に 示 す ．

充填コ ン クリ
ー

トに 用い た粗骨材は，コ ン クリ
ー

ト塊

や充填コ ン クリ　トの 充填性を高め るため
， 最大寸

法 10且  1 の もの を使用 した．充填材 の 配合を表一3

に示 す 充填モ ル タ ル の 配合は ， 水セ メン ト比 が

55％，P漏 斗流 ド時間が 10〜25秒となる ltうに砂セ

メン ト比を設 定 した配 合（配 合 No．1）で ある．充填コ

ン クリ．．・トの 配 含は ，ス ラン プを 21±2．5Cll1と設定し，

水 セ メン ト比を充填 モ ル タル と同
．
（
＝55％）とした配

合（配合 No．2）を基本として ，砂セ メン ト比 が
一

定 の

配合条件で単位粗骨材量を変化させ た 3 種類の

配合〔配合 No2 ，3，4），お よび単位粗骨材量が

定の 配 合条件 で水 セ メン ト比を変化させた 3 種類

の 配合（配 合No5 ，6，7）の 合計6 種類とした な才5，

水 セ メン ト比を変化させ た充填 コ ン クリ　ト（配 合

No5，6，7）は ，凍結融解抵抗性を考慮して，充填

材の 空 気量 が 4．5±1．5％ とな るように AE 助剤 で 調

整 した．．また，水 セ メン ト比が 35％ の コ ン クリ
ー

ト（配

合 No ．7）は ，所要 の ス ラン プを確保するため に高

性能減水剤を使用した、

2、3 実験内容

コ ン クリ　ト塊を用い た再 生コ ン クリ
．一トの強度特

性に影響を
ii’える要因として，コ ン クリ

ー
ト塊 の 表

面処理 方法 SS　，4：び粒径 ， 充填材 の 種類（充填 モ ル

タル
， 充填コ ン クリ

ート）を取り上げ ，下記に示す ↓二

うな内容で 実験を実施した

（1） コ ン クリ
ー

ト塊の 表面処理方法

コ ン クリ
ー

ト塊 の 表面処理方法 は，コ ン クリ
ー

ト塊

（粒径 25−・gomm ）と充填モ ル タル との 付着腔を向 L

させる方法として，次に示す 4 種類とした ．

1
’
i）　 無処理

　
一→ コ ン クリート塊を砕 い た状態

  　 表面洗浄
・
吸水

　 → コ ン クリ
ー

ト塊 の 表面を水 で 洗浄した後，

　　　水中に 24時間以 卜浸漬した もの を取り出し，

　　　ウエ ス で 表面 の 余剰水を拭取 り，表乾 に し

　　　た状態

翁）　 セ メン ト被覆

　 一・コ ン クリ
ー一一

ト塊を表面洗浄・吸水 した 後，
　　　セ メン トをk ぶ して，表面 が セ メン トで覆わ

　　　れ た 状態

（1）　 モ ル タル 被覆

　 → コ ン クリート塊を表面洗浄・
吸水 した 後，

　　　充填モ ル タル 中に
．
時浸漬させ ，表面が 充

　　　填モ ル タル で 覆われた状態

充填 モ ル タル を用 い た場合 の 供 試体作製の 手

順を図一1 に示す、．充填材は配合 No．1の モ ル タ ル

（表
一3 参照）を使 用 した．充填方法 は，コ ン ク リ

ー一
卜

塊を投入後，型枠 E面か ら充填モ ル タル を流し込

む プ レ パ ッ クド方式 で 行 っ た．．また，コ ン クリ
．
ト塊

の 型枠内（φ150x300mm ）へ の 投入 量 は ，型 枠容

積に 対するコ ン クリ　ト塊の 容積（以下 ， 容積率）が

一定（
＝38．5±1％）となる ように質量 に より管理 した t／

表一3 充填材の 配合

No
充填 材

ー

の 種 類

WIC

（％ ）
S！C

部と1

（％ ）

単 イ立 量：（k9〆m3 ）　〔尹亙 容程面hめ AE
減 水剤

（C × ％）

高性 能

減 水 斉1」

（Cx％ ）

　AE
助斉1」

（c ×％ ）W c S G

1 モ ノレタル 55 15 一 377686io29 〔［．25 一 一

2 2．36152244 〔｝794 り 616（23｛1）
丐 コンク『一ト 552 ．3537206375869777 （290） O．25
4 2．346618734079193 欧350）
5 552 ．35372 〔〕6375869 〔1．25 0．0  9
6 ：Jン外．ト 451 ．75B206458796 0．25 『 0．  09
7 35 1．24772 〔〕6589685777

（290）

． 一一一一 1750 ．OO9　　　　一
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コ ン クリ　ト塊（粒径 100−200mm

〔表 面

↓
　 型枠内への コ ン クリ

ー
ト塊の 投入量は・一定

　　　　　　（コ ン クリ
ー

ト塊質量F4 、8±O，5kg）

充填モ ル タル （配合 No　1）の 型枠内打込 y

図一1 充填モ ルタル を用い た場合の

供試体作製の 手 1順（プレ パ ッ クド方式）

〔i）

充填 材投 入

  ．　　　　　　　 包）

難
外 部振 動機 に よ る

　 　 振動 締 固 め

、　 謹

一 」瀏
充填 材塊 投

　　　↓

外 部振動機に よ る

　 振動締 固 め

図
一2 充填 コ ン クリ

ー
トを用 いた場合の

供試体作製 の 手 順 （ポス トパ ックド方式）

（2）充填材の種類

充填材は ，配合 No，1〜6 の 充填 モ ル タル お よび

充填コ ン クリ．トを用い た （表
一3 参照）、い ずれ の ケ

ー一ス もコ ン クリ
ー

ト塊 は
， 粒径 25〜81〕1  1，洗浄・吸

水 の 表面処理を行 っ たもの を用い た．．充填コ ン クリ

ー．
トを用 い た場合 の 供試体作製の 手順を図

一2 に

示す 充填コ ン クリ
ー

トの 充填方法は，ポ ス トパ ッ ク

ド方 式 とした 、また ，コ ン ク リ
ー
ト塊 の 型枠 内

（φ150x300rnn1）の容積率は型枠内に投入 したコ ン

クリ
ー一
卜塊の 重量によっ て 管理 した．．

（3） コン クリ
ー

ト塊の粒径

コ ン クリート塊 は ，粒径 25〜80iTllnおよび粒 径

10〔ト200mm の 2 種 類 を 使 用 し，そ れ ぞれ

600×600x6eOminおよび 900x900xgDOmm の 再生

コ ン クリ
．
トブ ロ ッ クを作製し，採取コ ア より，コ ン ク

リ　ト塊 の 粒径が再生コ ン クリ
ー

トの 強度特性など

に 与え る影響を調 べ た 充填材は ，水セ メン ト比が

55％ ，単位粗骨材量が 290（E！mm3 ）の 酉己含 No2（表

一3 参照）の 充填 コ ン クリ
ー

トを用い た 、．ブ ロ ッ ク作製

方法は ，図一2 に 示す ように
，
ポ ス トパ ッ クド方式で

実施した．．コ ア の 採取位置を図
一3 に示す 21 目材

齢経過 時 に ，所定 の 位置で φ150×600nun コ ア を

採 取した後，切断して 2分割（φ15〔1x30〔hml∬本〉し，

28 日材齢で 強度試験を実施した．

2 ．4 試験項目

　試験項 目を表4 に示す

6 〔

扣込 み 面

∈｛D

　 　 コ ア 採 取

　 ．．並 L1鼠 ｝細 1罫ゆ

　 　 　 　 ftX
’
］

　 卿 …羲

　　こ
鎖 尋、、L」 ．

且’W

　 　 　 　 　 　
、．
　　　11

鼠 ，

　　　
．丶．

 議　　 「］．Y 〕

．面
　　　　　　　　　　　　　　

　　　強 　　　［… 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⊥

　 　 　 　 　 A 園圻 面

600x6 〔N）x6 〔X）lnm 再生コ ン クリ
．
トの コ ア採取位置

　　　　（
コ ン クリ

ー
ト塊粒径 25−・9  llll11）

AiNgt 面

Is〕a  Ml

　　　
．
．w ）i

gcx ｝　 ax ）　　
＋−

　 　 　 s（P

　 　 　 i

浬

圧 縮強 度

カ ノ ト

王縮強 度

採 取 コ ア の 切断位置

t）oe ×900 ×9DOIIlm再生 コ ン クリ
．．

トの コ ア 採 取 位置

　　 （コ ン クリ
ー
ト塊粒径 10〔｝〜2‘Nhmll）

　　　　 図
一3 コ ア の採取位置

表
一4 試験項 目

試験項 目 試験 力法 充填 材 の 種類

P 漏斗流下時 間 JSCE−F521 充填 モ ル タル

ス ラン フ JIS　 A 　llOl 充填コ ン クリート

空気量 JIS　 A 　ll28

圧 縮強度 JSCF石 505

静弾 性係数 JSCヒーG501
充填コ ン クリ

ー
ト

　 　お よび

充填 モ ル タ ル

単1立容積質量
φ15  ・6001mn の 寸 法

質 量測 定値か ら計算

1131一
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表一5 充填材の 品質

No
充填

材の

種類

WIC
〔％ 〉

中位

粗骨
材量

‘1m3

P漏斗

流下
時間

（陞 c

　一
スフ

ンプ

〔Cm

空
気

量

％

温

度

（
°C）

1 モ几タ1〆 550120 一 0．1235
2 55230 一一 23，52 ，724 ．5
3 55290 20．52 ．624 ．0
4 55350 一一 18、53 、724 ．5
5

」ンク

リート 55290 一 21．54 ．819 ．0
6 45290 一一 2 ．1） 5．8 皇9．0
7 35290 18．53 ．420 ．0

3 ．実験結果

　3．1 充填材の品質

　充填材 の 品質を表一5に示す．い ずれ も所要 の フ

レ ッ シ ュ 品質を満足 したtt充填コ ン クリ
ー

トは ，単位

粗骨材 量の 増加に伴い ，ス ラン プが小さくなっ た．

　3 ．2 コ ン クリ
ー

ト塊の 表面処 理 方 法が 再生

　　　　コ ン クリ
ー

トの 強度特性に与える影響

各種表 面処理方法を施したコ ン クリ
ー

ト塊を用 い

た再生 コ ン クリ
ー．

トお 辷ぴ充填材（モ ル タル ）の 7，

28，910 材齢にお ける圧縮強度を図→ に示す ．

各種表 面処理を施 したコ ン クリ
ー

ト塊 を用 い た再

生 コ ン クリ
ー

トは ，表面処理を施さない （無処 理）コ

ン クリ
ート塊を用い た場合と比 べ て ，圧縮強度が若

干 大きくなっ た．しか し， 表面処理 方法 の 相違によ

る再生 コ ン クリートの 圧縮強度 の 顕著な相違は 認

められなか っ た，．

したが っ て ，コ ン クリ　 ト塊を用 い た再生 コ ン ク リ

ー
トに お い て，コ ン クリ

ー一
卜塊 の 表面に 付着して い

る粉末や泥分などを洗浄し，吸水して表乾状態に

す る 表面 処理 方法が，施 ⊥ 性や 経済性も考慮す

ると圧縮強度を向 Eさせ る方法として有効と考えら

れた．しか し，い ずれの 再生コ ン クリートの 圧縮強

度も 28 日材齢 で 約 17（Nfnlln2）程度と小さく，　 illた

圧縮強 度の 増進も，充填モ ル タル に 比 べ て 極め

て 小さい ため，7，28，91 日材齢で，充填 モ ル タル

と再生 コ ン クリ　 トの 圧縮強度比 が約 0，55，0．37，

U．33 となり，材齢 経過 に伴い 小さくなっ た

3，3 充填材の 種類が再生コ ン クリートの 圧縮

　　　 強度に与える影響

φ150× 300nlln型枠内 の コ ン クリ
ー一

ト塊容積率は ，

単位 粗骨材 量が 0（配 合 No．1）， 230（配 合 No．2），

　 70

　 60

．羣
so

乙 40

廻
30

鯉 20

　 10

　 0
無 　　　 洗 　　　 セ　　　 モ　　 充填材

処 浄 メ ル 〔モ ル タル ）

理　　　　吸　　　　ン　　　　 タ

　 　 　 　水　　　　 ト　　　　 ル

　 　 　 　 　 　 　 被　 　　　 被

　 　 　 　 　 　 　 覆　　　　覆

コ ン クリ
ー

ト塊 の 表 面 処理 方 法

図
一4 各種 コ ン クリ

ート塊表面処 理 方法を施 した 再生

　 コ ンクリ
ー

トおよび充填材（モ ル タル ）の 圧縮強度

290（配合 No ．3），
35（1（Ehm3）（配 合 No．4）にっ い て

，

そ れ ぞれ 平均 で 約 400／，，37％，33％ ，28％ となり，

単位粗骨材量 の 増加 に伴い コ ン クリ　 ト塊 の 容積

率は 小さくなっ た，1

単位粗骨材量が異なる各種充填材を用 い た再

生コ ン クリ
ー

トお よび充填材 の 7，28，91 日材齢 の

圧縮強度を図一5 に示す 充填コ ン ク リ　 トを用い

た再生 コ ン クリ
ー．

トは，充填モ ル タル を用 い たもの

と比 べ て 1
い ずれも圧縮強度が大きく，291 」材齢

で 2〔｝（N ！nmn
コ

）以 上 を発揮し
，
圧 縮強度の 増進も大

きく良好な強度特性を示 した．充填材 の 単位粗骨

材容積と再生 コ ン クリ
ー

トの 28 目材齢の 圧縮強度

との 関係を図
一6 に 示す．，充填材 は ，単位粗骨材

量の 増加 に 伴い 圧縮強度が小さくなっ たが，再生

コ ン クリ
ー

トは，逆 に単位粗骨材 量の 増加 に 伴い

圧縮強度が大きくな っ た ．充填材 と再生コ ン クリ．一

トの 圧縮強度比は，単位粗骨材量が 0（配合No、1），

230（配合 No ．2），
290 （配 合 No ，3），

350（E／m3 ）（配合

No．4）につ い て，約 O．38，0．63，0．75，0．81 となり，

単位粗骨材量の 増加に伴い 大きくなっ た ，よっ て，

コ ン クリ　ト塊を用い た再生 コ ン クリ　トに お い て ，

充填材にコ ン クリ
ー一

トを用 い るこ とは 圧 縮強度を向

上させる方法として 有効で あろと考えられ た．．．なお，

充填コ ン ク リートを用い た再生コ ン ク リー一トの 圧 縮

強度が大きくなる要因として，充填 コ ン クリ
ー

トの 単

位粗骨材量の 増加に伴い ，冉生コ ン クリ
．．．

トに含
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図
一5 単 位 粗 骨 材 容積が異なる各種充填材を用 い た

　　　　再生 コ ンクリ
ー

トおよび充填材の 圧 縮強度
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図
一6 充填材 の 単位粗骨材容積と

　　　 再生 コ ン クリ
ートの 圧 縮強度の 関係

まれ るコ ン クリ
ー

ト塊 の 容積率が減少 したこ と
5
等

が考えられ るが，詳細な原因の解明に つ い て は，

今後の さらなる研究が必要と考えられる．

再生コ ン クリ
ー

トの 単位容積質量にっ い て ，充填

コ ン クリートを用い た再生 コ ン クリ
ー

トは，単位容積

質量が 2．32（tim3）程度となり，充填 モ ル タル を1
．
目い

たもの （2．23（tim
コ

））に比 べ て大きくなっ た、大きい 質

量が要求され る 根 固めブロ ッ クなどに再生コ ン クリ

ー−t
トを適用する場合，充填材 として 充填 コ ン クリ

ー

トを使用するこ とが有利で あると考えられた

充填．＝ ン クリ　トの 水セ メン ト比 と再生コ ン クリ
ー

ト

の 28 日材齢圧縮強度との 関係を図
一7 に示す．．再

生 コ ン クリ
ー
トは，充填コ ン クリ

ートの 水セ メン ト比

が小さくなるに伴い ，通常の コ ン クリ
ー

トと同様 に

圧縮強度が大きくなり， 再 生 コ ン クリ　トと充填 コ ン

クリ
ー

トの 圧縮強度比 は ，い ずれ の ケ
ー

ス も 0．8 程

度を示した、特に水セ メン ト比 が 35％ の 充填コ ン ク

リ
ー

トを用い た再 生コ ン クリ
ー

トは ，コ ン クリ
ート塊

の 圧 縮 強 度 （＝30（Nfnlln
：

））に 比 べ て 大 きく，

4 （N！iniiii）以上 の 圧縮強度を示 した、．こ れは ，水

セ メン ト比 350／oの 充填コ ン クリ
ー

トは，圧縮強 度が

大きい だ けでなく， 単位セ メン ト量が多くな っ た こ と

に起因 して
，

ぺ ．一ス トの 粘性が高くな り，また単位

容積質量も大きくな っ たため，供試体作製時に コ

ン クリ
ート塊が入りにくく，型 枠内に 占め るコ ン クリ

ー
ト塊の 容積率が 22％ と少なくな っ たた め と考えら

55

　 45

£
趣

35

課

　 25

5【

一．CF 一再 生コン（圧 縮）

十 充填コン（圧 縮）

量
再 生コ×静弾性）

充墳 コン（静弾性 ）

■

治

℃

＼

＼

　

、

　 　 　 35　　　　　　 45　　　　　　 55
　　　　　　水セ メン ト比（％ ）

図
一7 充填材 の 水セメン ト比と

　　 再 生 コ ン クリ
ートの 圧 縮強度の 関係

れ る、なお ，再生 コ ン クリ
ー

トの 静弾性 係数 も圧 縮

強度と同様の 傾向を示 した．、

3、4 コ ン クリート塊の 粒径が再生 コ ンクリー
ト

　　　 の 圧縮強度に与える影響

コ ン クリ　トブ ロ ッ クから採取したコ ア の 圧縮強度

を図一8 に示す 粒径 25〜8011Hl1の コ ン クリ
ー一

ト塊を

用 い た冉生コ ン クリートは，採取コ ア の 平均圧縮強

度が 30．3（N！mm2 ），変動係 数が 2．9％の 値を示した

粒径 10〔ト20（hlm】を用い たも  ）は ，平均圧縮強度

が 28、9（N／mm1 ），変動係数が 6．4％を示した、こ れ

らを比 べ ろと，粒径 25〜8〔｝111111の コ ン クリ
ー

ト塊を用

い た 冉 生コ ン クリ
ー

トの 圧 縮強度が 大きく，コ ア 採

取位置に 虹るぱらつ きも小さい ．こ れ は，粒径 25−’
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図
一8 採取コ アの 圧縮強度

8〔）111M の コ ン クリ
ー

ト塊を用い た肉附三コ ン クリ．．トの

採取コ ア は，写真一1 に 示 す kうに，再 生コ ン クリ

ト申 に コ ン クリ　 ト塊 が 均
．
に 分散 して い た こ と等

の ため と考え られ るが ，こ の 理 由に っ い て は さらに

研 究を進 め る必 要がある

　配 合 No　2 の 充 填 コ ン ク リ　ト（WfC ＝55％ ，

g＝29〔1〔E／n13 ））を使用 した再生コ ン クリ　
…一

トに含圭れ

るコ ン クリ
ー

ト塊 の 容積率 は ，粒径 25−8｛｝mm お k

U竍立往…10〔レ・−2〔レOllull〔わ コ ン ク
1丿　　卜塊を用し▽と場

・合

の い ずれ も 42％ 程度
¶
であっ た　

．・
方，二

．
tン クリ　ト

塊 の 実積率は
，
い ずれ の 粒径 の コ ン クリ　ト塊を

使 川した場 合も約 5〔n／o
’／1　”あっ た こ とから，充填 コ ン

クリ
ー

トの 使用に よっ て
， 再生コ ン クリ

．一
トに 含去れ

るコ ン クリ
ー．一

ト塊 の 容積率 は 10％程度低 ドした 再

生 コ ン クリ　トに含まれるコ ン クリ　 ト塊容積率は ，

充填 コ ン クリ　トの 配 合に．！t’．丿て変化するこ とから，

コ ン ク リ
ー

ト塊の使用量などの 品質管理 の 面か らも，

こ の 点にっ い て今後の 検」／寸が 必要と考えられる

4 ．まとめ

本実験の 範囲内で わか っ たこ とを以下 に 示す

（1）コ ン クリ ．ト塊の 表面 に付着して い る微粒分や

　 泥分などを水 で 洗 浄し，吸水させると再生 コ ン

　 クリ　トの 強度特性は 己女薄される

（2）充填 コ ン クリ　 トを用 い た再 生 コ ン クリ　トは ，

　 充填モ ル タル を用い たもの に比 べ て，良女了な

　 強度特 陸を示 し，2 90 （N！nlln
：

）以 上 の 圧縮弖重

粒径 25−8〔lmln の コ ン クリー．ト塊を用い た再 牛 コ ン クリ　 ト

粒径 un −2α）111m の コ ン クリ ．ト塊を用い た 再 生 コ ン 〃リー．｝・

　　　　　 写真
一1 採取 コ ア の

一
例

　 度を確保 で きる

（3）充 填 コ ン ク「丿
一
トU ）単位粗骨材量 の 増加 に 伴い

，

　 再生コ ン グ丿．一トの 圧縮強度は増加する

（斗）同　 襲巨位粗骨材 量 の 配合 条件 で ，充填 コ ン クリ

　　 トv ）水セ メン ト比 が小さくなる程，再生二・ン クリ

　　 トの 圧縮強度 は 増加す る tt

（5）粒径 25〜801川 11 の コ ン クリ　ト塊を用い た再牛 コ

　 ン クリ　トは，強度特性 の ｝
．
翼らっ きが小さく，均

　
一．一

な再 生コ ン クリ　トEl，質を示す

（｛〜）ゴ己土真二 ！ン クL「　トを J目しY“1 再生 コ ン ．クリ　ト｝よ，

　 単位容 積質量が 大きく，大きい 質量が 要求され

　る無筋
．
ブロ ックなど へ の 適用に有禾rjである．、．

今後，コ ン クリ　 ト塊を用 い た冉生コ ン クリ
ー

トに

っ い て ， 充填コ ン クリ
ー一

トを適用した場合 の 施 工 性

や耐久性に っ い て検討 すろ予定で ある
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